
「SHINふくぎん中期経営計画」の主要施策を着実に実施し、ストック収益重視の安定した収益を

積み上げ、中期経営計画最終年度には５％を超えるROE（株主資本利益率）の達成を目指します

【無断転載禁止】

企業価値向上に向けた取組み

ROE向上

RORA改善

財務レバレッジ
コントロール

収益力強化

コスト
コントロール

リスクアセット
コントロール

資本の最適配分

株主還元の充実

➤ コンサルティングファイナンスなどコンサルティング営業の推進

➤ 渉外活動の質的・量的向上（人員再配置、人材育成）

➤ 次世代バンキングシステムの導入によるコスト平準化および
本部のスリム化などコスト削減

➤ 徹底的に業務をＤＸ化（ペーパーレス・Ｗｅｂ完結化）

➤ 住宅ローンの増強など最適な投融資ポートフォリオの構築

➤ 遊休不動産の削減など効率的な資産の運用

➤ 次世代バンキングシステム匿名組合への出資など資本の
有効活用

➤ 投資専門子会社の設立など新規事業への投資検討

➤ 決算内容や中期経営計画の取り組み状況など積極的な
ＩＲの実施

➤ 配当性向20～25％程度へ拡大を検討

当期純利益
株主資本

当期純利益
リスクアセット

リスクアセット
株主資本

「SHINふくぎん中期経営計画」における具体的取り組み



■ 「SHINふくぎん中期経営計画」最終年度にROE５％を超える水準を目指します

■ 長期的には株主資本コストを上回る水準を目指します

【無断転載禁止】

企業価値向上に向けた取組み

ROE

時間軸SHINふくぎん中期経営計画 長期的な取り組み

中期経営計画最終年度目標

ＲＯＥ ５％ 以上

≪ 長期ビジョン ≫
デジタルトランスフォーメーションと
コミュニケーションで福島を元気にする銀行

2029年
3月期

長期的に株主資本コストを上回る水準へ

当行が認識する株主資本コスト（８％程度）
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